
Ａ５ 異常時等における措置

製造業における職長の能力向上教育の講師養成
オンライン講座

全ての働く人々に安全・健康を
～Safe Work , Safe Life～

中央労働災害防止協会



科 目 範 囲 時 間

（１）職長として行
うべき労働災
害防止及び
労働者に対す
る指導又は監
督の方法に関
すること

Ａ 基本項目（必須）

（Ａ１）職長の役割と職務

（Ａ２）製造業における労働災害の動向

（Ａ３）「リスク」の基本的考え方を踏まえた職長として行うべき労働災害

防止活動

（Ａ４）危険性又は有害性等の調査及びその結果に基づき講ずる措置

（Ａ５）異常時等における措置

（Ａ６）部下に対する指導力の向上（リーダーシップなど）

（Ａ７）関係法令に係る改正の動向

120分以上

Ｂ 専門項目（選択）

（Ｂ１）事業場における安全衛生活動

（Ｂ２）労働安全衛生マネジメントシステムの仕組み

（Ｂ３）部下に対する指導力の向上（コーチング、確認会話など）

必要な時間

（２）グループ
演習

Ｃ 以下の項目のうち、１以上について実施すること。

（Ｃ１）職長の職務を行うに当たっての課題

（Ｃ２）事業場における安全衛生活動（危険予知訓練など）

（Ｃ３）危険性又は有害性等の調査及びその結果に基づき講ずる措置

（Ｃ４）部下に対する指導力の向上（リーダーシップ、確認会話など）

120分以上

合 計 360分以上

「製造業における職長の能力向上教育」の
「実行カリキュラム」の要件



「Ａ５ 異常時等における措置」の概要

１ 教育のねらい

異常時等の対応については、発生頻度も少なく、非定常の作業となること

から、あらかじめ、異常時及び災害発生時（以下「異常時等」という。）におい

て職長に期待される対応を再確認しておくことにより、異常時等にも沈着冷静

に対応できる職長を育てる。

２ 教育内容

異常時等における措置については、就任時の職長教育において、1.5時間

以上の教育を行うこととされていること等を踏まえて、職長の能力向上教育に

おいては、異常時等において職長に期待される対応についての再確認を行う。

※ 就任時の職長教育における教育内容の再確認
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１ 「異常時」において職長に求められる対応
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１ 「異常時」において職長に求められる対応（①）

１ 「異常」の判断基準の設定

「異常状態」とは、職場における作業環境、作業設備、作業方法及び作業

者の行動が「一定の基準からはずれた状態」とされている。

生産現場においては、業種によって、多種多様な「異常状態」があること

から、職長自身が「担当職場における異常とは何か」を洗い出すように常に

心がけることが必要である。
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「異常」の判断基準
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不安全状態（作業設備及び作業環境の異常）（例）
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不安全行動（作業者の行動の異常）（例）



管理面の欠陥

不安全な状態

不安全な行動

物
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現象
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直接原因
接
触

（参考） 労働災害発生の基本モデル
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１ 「異常時」において職長に求められる対応（②）

２ 異常の早期発見

異常状態（設備、環境、状態、行動）を早期に発見するために、使用前点検

や定期点検を行う。

３ 応急措置

設備や治工具等に異常が発見された場合には放置せずに、直ちに使用

停止、修理、交換等を行う。

４ 上司・部下との「報・連・相」と教育訓練

職場で発見された「異常」が放置されることのないように、「異常」の早期発

見、応急措置、連絡・報告方法等について手順を定め、職場内に周知する

とともに、日頃から教育訓練を行う。

５ 再発防止・予防措置

「異常」を発見した場合には、同じ「異常」が発生しないように再発防止措

置を行うとともに、類似の機械設備等においても「異常」が発生しないように

予防措置を行う。



２ 「災害発生時」において職長に求められる対応
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災害発生時の対応のフロー図（１）

（出典）中央労働災害防止協会「職長の安全衛生テキスト」
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災害発生時の対応のフロー図（２－１）

（出典）中央労働災害防止協会「職長の安全衛生テキスト」
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災害発生時の緊急措置

（出典）中央労働災害防止協会「職長の能力向上教育テキスト」
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災害発生時における連絡・通報ルート

（出典）中央労働災害防止協会「職長の能力向上教育テキスト」
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災害発生時の対応のフロー図（２－２）

（出典）中央労働災害防止協会「職長の安全衛生テキスト」
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災害発生時における災害調査・原因究明・対策樹立までの流れ

（出典）中央労働災害防止協会「職長の能力向上教育テキスト」



（１） 災害発生時対応の基本的な考え方

災害発生時における以下のような基本的な対応について再確認を行う。

①設備の非常停止等により、爆発、火災等による被害の拡大と２次災害防止を

図る。

②人命尊重を最優先し、被災者を救出する。

③上司、関係者及び関係機関に緊急連絡する。

④災害原因究明のため、極力現物保存に努める。

⑤同種災害を発生させないために、災害調査と原因分析を必ず行い安全対策

を講じる。

⑥人的被害を伴わない事故やヒヤリ・ハットのような出来事でも、上記（オ）

に準じた原因の調査を行って安全対策を講じる。

（２）災害発生時の措置基準の策定と教育訓練

災害発生時の措置を適正かつ迅速に行うために、「災害発生時の措置基準」

を定めておく ほか、日頃から作業者に対して教育訓練を行うことについて再確

認を行う。

２ 「災害発生時」において職長に求められる対応
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ご視聴ありがとうございました。

引き続き、 「Ａ６ 部下に対する指導
力の向上（リーダーシップなど）」
の講座をご視聴ください。

https://www.jisha.or.jp/research/report/index.html

